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肝動脈末浦での動脈再建は一般的に開存率が不良

で,肝 門部悪性腫瘍などでは動脈浸潤のため手術を断

念せざるをえない場合がある。また,術 中の予期せぬ

肝動脈損傷により術後肝不全が引き起されることもあ

る。そこで,肝 動脈切離下において,小 動脈を門脈本

幹に吻合する動門脈シャント術の有用性につき検討し

ブこ.

対象と方法 :雑種成犬を用い,肝動脈結繁群(N=7

以下 G‐1)と肝動脈結繁後動門脈シャン ト群 (N=7以

下 G‐2)を作成した。G‐1には上腹部出形切開にて開腹

後,胃 十二指腸動脈,右 胃動脈,総 肝動脈を結繁 した,

G‐2には同開腹後,胃 十二指腸動脈,右 胃動脈を結熱

し,総 肝動脈を切離,門 脈に部分遮断鉗子をかけこれ

に7‐O Polypropyleneで端側吻合した。術前,術後 6時

間後, 1日 後, 2日 後, 4日 後, 7日 後に肝機能およ

び凝固系を測定した。第 7病 日後に犠牲死させ肝を採

取 しHematoxylin‐Eosin染色後光顕にて検鏡 した。途

中死亡時には速やかに肝を採取 し固定した。

結果 :G‐1では 7頭 中 6頭 が 1週 間以内に死亡 した

のに対 し,G‐2では 7頭 中 6頭 が犠牲死時まで生存 し

生存期間に有意差 (P(x2)=0.0325)を 認めた。第 2

病 日後の G‐1の肝機能検査結果 は GOT l188± 603

KU, CPT 2094± 1071KU, BIL l.25± 0,74mg/dl,

ALP 77± 15.5KA, LAP 87± 601U/1, HPT 80土

18.4%,G-2は GOT 369± 131KU,GPT 434± 130KU,

BIL l.8±0.9mg/dl, ALP 48± 18KA, LAP 27± 4.1

1U/1,HPT 125± 20%で あ り,G‐1にくらべ G‐2では肝

機能が良好に保たれる傾向にあった.ま た,G‐2におい

て,HPT,GOT,GPTは 第 7病 日後に前値に近い改

善を示 した(Table l).PTT,APTTは 両群 とも正常

域を保った。

光顕像では G-1で中心静脈周囲を主体に肝細胞胞体

にビリルビン体の沈着が多数見 られたのに対 し,G‐2

ではほとんど認められなかった。

考察 :肝動脈切離による肝不全は古 くから知 られて
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Table 1 Liver function findings of two experimen-
tal groups
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いるが,動 門脈 シャン ト術群は肝動脈切離群 より急性

期において有意に生存率が改善 され,肝 不全予防に有

用であった.門 脈動脈化 は肝硬変症での門脈血流維

持
1),肝不全対策り,あ るいは肝移植の手段 として研究

されているが,門 脈の完全動脈化や体外循環を用いた

方法が主体であ り臨床応用には種 々の問題を含んでい

る。本法は Schillingらめにより提唱されたが,血 管吻

合手技の問題か らこれまで放棄 されてきた。血管吻合

法の確立 した今 日,本 法は肝不全予防策 として臨床応

用可能であると考 えている。今後門脈圧,門 脈血流の

変動などにつ きさらに検討を加 えたい。
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